
代
表
理
事
挨
拶

　

全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ
推
進
会
で
は
設
備
業
の

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
会
員
・

協
賛
メ
ン
バ
ー
の
情
報
交
換
や
交
流
を
目
的

と
し
て
、２
０
０
５
年
に
設
立
し
、
15
年
目

を
迎
え
た
。
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
強
い
ら
れ
、
将
来
の

予
想
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
た
今
、
我
々
の

生
き
方
や
働
き
方
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

こ
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

指
数
関
数
的
に
急
速
に
進
化
す
る
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
な
が
ら
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
、
企
業
を
存
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
今
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い

き
た
い
。

■
今
年
度
特
別
テ
ー
マ

　
「
柔
軟
性
を
持
っ
て
企
業
を
継
続
さ
せ
る
！
」

　

Ｆ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｂ
ｌ
ｅ
＆ 

Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ

ａ
ｂ
ｌ
ｅ
（
柔
軟
性
と
継
続
性
）

　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
新
時
代
へ
柔
軟
な
対

応
を
行
い
、
同
業
種
・
異
業
種
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代
を
団
結
し

て
乗
り
切
り
た
い
。「
設
備
業
２.

０
」
と
し

て
大
き
く
進
化
す
る
た
め
に
当
会
全
員
の
総

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

〇
テ
レ
ワ
ー
ク
対
策

・
テ
レ
ワ
ー
ク
・
Ｗ
ｅ
ｂ
活
用
推
進
委
員
会

の
立
ち
上
げ

・
テ
レ
ワ
ー
ク
ツ
ー
ル
情
報
収
集
と
情
報
提
供

・
テ
レ
ワ
ー
ク
実
践
企
業
の
事
例
情
報
配
信

（
推
進
メ
ン
バ
ー
・
設
備
業
社
）

・
Ｗ
ｅ
ｂ
ツ
ー
ル
活
用
支
援

・
テ
レ
ワ
ー
ク
ご
相
談
窓
口
の
開
設

〇
補
助
金
・
助
成
金
・
融
資
情
報
の
提
供

・
補
助
金
・
助
成
金
活
用
委
員
会
の
立
ち
上
げ

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
支
援
対
策
情

報
収
集
と
情
報
提
供

・
補
助
金
、
助
成
金
、
融
資
情
報
収
集
と
情

報
提
供

・
ご
相
談
窓
口
の
開
設

〇
バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
会
・
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

・
バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
会
サ
イ
ト
の
構
築
と
提
供

　

・
Ｉ
Ｔ
企
業
、資
材
商
社
、資
材
メ
ー
カ
ー

に
提
供

　

・
各
種
製
品
の
展
示
（
動
画
デ
モ
・
資
料

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
）

・
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
参
加

方
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
情
報

収
集
と
情
報
提
供

・
当
会
主
催
、
メ
ン
バ
ー
主
催
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施

・
組
合
主
催
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
の
支
援

〇
ク
ラ
ウ
ド
活
用
に
よ
る
支
援

・
ク
ラ
ウ
ド
製
品
情
報
収
集
と
情
報
提
供

・
ク
ラ
ウ
ド
環
境
構
築
支
援

〇
設
備
業
に
関
わ
る
最
新
技
術
の
情
報
収

集
、
勉
強
会
の
実
施
（
Ａ
Ｉ
、５
Ｇ
、
Ａ

Ｒ
／
Ｖ
Ｒ
等
）

・
Ａ
Ｉ
の
活
用

　

・
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
積
算
や
図
面
作
成
な
ど

・ 

５
Ｇ
の
活
用

　

・ 

現
場
と
事
務
所
を
つ
な
ぐ
環
境
の
提
供
、

事
例
紹
介

・
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
／
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

の
活
用

　

・
人
材
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
検
討

　

・
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
ツ
ー
ル
の
検
証

　
『
設
備
業
の
現
状
報
告
』
と
し
て
東
京
都

電
気
工
事
工
業
組
合 

青
年
部
会
会
長　

岡

垣
貴
志
様
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
に
つ
い
て
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
井
上
幹
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

第
二
部
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

第
５
回
定
時
総
会
を
開
催

２
０
２
０
年
６
月
17
日
㈬  

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　

第
５
回
定
時
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 （
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
） 

感
染
拡

大
防
止
に
留
意
し
た
対
応
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
利
用
し
て
初

め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
犬
養
会
長
が
議
長
を
務
め
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
で
全

て
の
議
案
が
滞
り
な
く
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
会
の
冒
頭
に
北
村
経
夫
参
議
院
議
員
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、

犬
養
会
長
と
橋
本
代
表
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶
の
後
、
続
い
て
、
第
４
期
活
動
報
告
及
び

第
５
期
活
動
計
画
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
５
期
は
、《「
全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ
推
進
会
２.

０
」
か
ら
「
設
備
業
２.

０
」
へ
》
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

全
体
ス
ロ
ー
ガ
ン
：
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
設
備
業
界
の
経
営
の
強
靭
化

本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
：「
全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ
推
進
会
２.

０
」か
ら「
設
備
業
２.

０
」へ

事
業
継
続
対
策
支
援

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
）

1

設
備
業
に
お
け
る

最
新
技
術
の
活
用
検
討

2

第
５
期  

重
点
目
標

橋本代表理事

井上幹事長

犬養会長

おかげさまで、現在会員数  1,265組合  55,405社 （2020年7月現在） 2020 夏号



委
員
会
・
地
域
分
科
会
活
動

主
査 

▼ 

曽
根　

淳
（
石
田
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）

■
活
動
計
画

・
設
備
業
の
実
態
調
査
か
ら
ニ
ー

ズ
を
把
握
、
分
析

・
設
備
業
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク

モ
デ
ル
、メ
リ
ッ
ト
＆
デ
メ
リ
ッ

ト
の
検
討

・
テ
レ
ワ
ー
ク
ツ
ー
ル
情
報
収
集
・

提
供

・
テ
レ
ワ
ー
ク
ご
相
談
窓
口
の
開
設

主
査 

▼ 

山
川
美
佐
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
日
本
個
人
・
医
療
情
報

管
理
協
会
）

■
活
動
計
画

・
補
助
金
・
助
成
金
・
融
資
情
報

の
提
供

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
支

援
対
策
情
報
収
集
と
情
報
提
供

　

補
助
金
、
助
成
金
、
融
資
情
報

収
集
と
情
報
提
供

　

補
助
金
、
助
成
金
、
融
資
に
関

す
る
ご
相
談
窓
口
の
開
設

・
情
報
の
羅
列
か
ら
、
マ
ッ
チ
ン

グ
し
や
す
い
情
報
提
供
へ

　

設
備
業
者
様
の
利
便
性
向
上

・
利
用
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の

情
報
提
供
を
周
知

　

協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
啓
蒙

主
査 

▼ 

斉
藤　

勲
（
株
式
会
社
ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
）

■
活
動
計
画

・
共
創
お
よ
び
事
業
承
継
支
援

　

◦
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
委
託
事
業
の

事
例
収
集
と
会
員
企
業
様
へ

の
情
報
提
供
、
共
創
支
援

　

◦
日
本
Ｍ
&
Ａ
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
企
業
紹
介
、
共
創
支
援
、

事
業
承
継
相
談

・
企
業（
協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
）開
拓

　

◦
会
員
企
業
様
向
け
に
「
紹
介

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
を
提
供

で
き
る
企
業
の
開
拓

・
そ
の
他
新
規
事
業
の
検
討
・
企
画

・「
生
活
1
１
０
番
」
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
や
企
業
財
務
の
「
見
え
る

化
」
支
援

主
査 

▼ 

川
田
将
人
（
ア
ク
ア
ソ
フ

ト
株
式
会
社
）

■
活
動
計
画

・
全
国
設
備
業
Ｉ
Ｔ
推
進
会
内
Ｈ

Ｐ
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
紹
介
ペ
ー
ジ

の
作
成

・
各
ベ
ン
ダ
ー
様
の
ご
協
力
を
頂

き
対
応
ソ
フ
ト
の
連
携
部
分
の

動
画
を
作
成
し
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
動

画
を
掲
載

・
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し

各
ベ
ン
ダ
ー
が
営
業
す
る
際
の

ツ
ー
ル
と
し
て
の
提
供

・
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会

と
の
連
携
に
よ
り
中
小
企
業
共

通
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
連
携
を
模
索

主
査 

▼ 

岸
本
敏
彰
（
株
式
会
社
シ

ス
テ
ム
ズ
ナ
カ
シ
マ
）

■
活
動
計
画

　
「
設
備
業
の
価
値
を
広
め
る
」
た

め
に
組
合
及
び
協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー

向
け
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
企
画
の
実

施
と
協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
拡
大

・
組
合
向
け
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
企
画

　

◦
組
合
訪
問
、
組
合
主
催
イ
ベ

ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
、
事
例
共

有
企
画
と
実
施

・
協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
の
活
性
化
、

バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
企
画

　

◦
Ｗ
ｅ
ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

　

グ
交
流
会
の
企
画
と
実
施

　

◦
各
委
員
会
、
地
域
分
科
会
、

定
例
会
へ
の
組
合
員
（
運
営

委
員
）
の
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加
企
画

　

◦
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
展
示
会
企
画
支

援

　

◦
組
合
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
企

画
と
実
施

　

◦
メ
ン
バ
ー
各
社
の
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ
等
の

収
集
と
ご
紹
介

・
協
賛
パ
ー
ト
ナ
ー
拡
大

企
画

　

◦
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
企
業
ア
プ

ロ
ー
チ
、
設
備
業
の

重
要
性
を
伝
え
る
企

画
の
実
施

　

北
海
道
・
東
北
・
中
部
・
関
西
・

中
四
国
・
九
州
で
定
期
開
催
を
し

て
い
ま
す
。

　

各
種
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
、
バ
ー

チ
ャ
ル
展
示
会
、
地
域
ご
と
の
意

見
交
換
会
の
企
画
と
実
施
を
行
い

ま
す
。

■
活
動
施
策

  

◆
北
海
道
分
科
会

・
各
組
合
と
の
関
係
構
築

・
当
会
の
周
知
活
動
及
び
組
合
会

員
向
け
に
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
企

画
・
実
施

  

◆
東
北
分
科
会

・
組
合
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ

セ
ミ
ナ
ー
開
催
と
バ
ー
チ
ャ
ル

展
示
会
の
企
画
・
開
催

  

◆
中
部
分
科
会

・
当
会
の
周
知
活
動
及
び
組
合
会

員
向
け
に
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
開

テ
レ
ワ
ー
ク
・
Ｗ
ｅ
ｂ
活
用

推
進
委
員
会

補
助
金
・
助
成
金
活
用

委
員
会

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

委
員
会

バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ

委
員
会（
Ｖ
Ｕ
Ｐ
）

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
標
準
化

委
員
会

　

第
５
期
は
、
よ
り
時
代
の
変
化
に
あ
っ
た
活
動
へ
と
形

を
変
え
て
い
く
た
め
に
４
委
員
会
・
１
研
究
会
か
ら
５
委

員
会
に
変
更
、
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

〈
第
５
期
委
員
会
〉

　

■
テ
レ
ワ
ー
ク
・
Ｗ
ｅ
ｂ
活
用
推
進
委
員
会
（
新
規
）

　

■
補
助
金
・
助
成
金
活
用
委
員
会
（
新
規
）

　

■
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
（
新
規
）

　

■
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
標
準
化
委
員
会 （
継
続
）

　

■
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会（
Ｖ
Ｕ
Ｐ
）（
継
続
）

※
第
４
期
か
ら
の
変
更

設
備
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

→
テ
レ
ワ
ー
ク
・
Ｗ
ｅ
ｂ
活
用
推

進
委
員
会
に
変
更　

働
き
方
改
革
（
生
産
性
向
上
）
委

員
会
→
補
助
金
・
助
成
金
活
用
委

員
会
に
変
更　

先
端
技
術
研
究
会 （
閉
会
）

  

委
員
会
活
動

 

活
動
計
画

  

地
域
分
科
会
活
動

催
と
バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
会
の
企

画
・
開
催

  

◆
関
西
分
科
会

・
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
提
案
の
た
め

の
各
組
合
広
報
誌
へ
の
記
事
掲

載
、
及
び
チ
ラ
シ
配
信

・
新
規
組
合
の
推
進
会
加
入
提
案

・
組
合
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア
開
催

・
各
種
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

・
資
材
販
社
（
特
別
パ
ー
ト
ナ
ー
）

で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
展
示
会

  

◆
中
四
国
分
科
会

・
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
れ
事

業
に
よ
る
人
材
不
足
問
題
へ
の

取
り
組
み

・
組
合
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ

セ
ミ
ナ
ー
開
催
と
バ
ー
チ
ャ
ル

展
示
会
の
企
画
・
開
催

  

◆
九
州
分
科
会

・
Ｗ
ｅ
ｂ
利
用
し
た
組
合
セ
ミ
ナ
ー
、

勉
強
会
、
研
修
会
の
実
施

・
バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
会
の
開
催

全国設備業 IT 推進会の活動内容、
　　提供サービス、その他詳細については

専用サイト

http://www.setsubi-it.jp/ 
まずは検索！

をご覧ください
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30.5%

29%

33.8%

6.7%

65.7%
22.4%

11.9%

69.6%

30.4%

93.2%

46.7%
42.7%

10.6%

23.9%

61.5%

14.6%

50.3%47.7%

2%

　【
仕
事
量
に
つ
い
て
】

・
引
き
続
き
の
案
件
が
あ
る
た
め
、

６
月
現
在
、
比
較
的
仕
事
量
に
問

題
は
な
い
が
７
月
以
降
新
規
は
あ

ま
り
見
込
め
な
い
状
況
が
あ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
夏
祭
り
が
軒
並
み
中

止
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

工
事
な
ど
は
夏
休
み
が
少
な
く
な

る
影
響
で
夏
工
事
が
減
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

・
住
宅
関
係
も
新
築
は
需
要
が
落
ち

込
み
不
調
に
な
っ
て
い
る
。
全
体

的
に
今
後
仕
事
量
が
不
足
し
て
い

く
可
能
性
が
あ
る
の
で
組
合
員
の

協
力
体
制
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
。

【
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
】

・
各
社
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
（
マ
ス
ク
、
消
毒
、
現
場
直
行
、

車
通
勤
な
ど
）
の
実
施
。
ま
た
、

助
成
金
や
無
利
子
融
資
な
ど
の
知

識
が
不
足
の
為
、
組
合
の
会
報
誌

で
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

【
課
題
】

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
新
し

い
生
活
様
式
な
ど
で
電
気
組
合
員
も

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
現
場
作
業
で
の
熱
中
症
対
策

　

感
染
症
対
策
と
同
様
に
各
作
業
員

緊
急
現
況
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
て
　
　
　
　

Ｑ
１
▼
仕
事
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
が
出
て

い
ま
す
か
？
（
２
１
０
件
の
回
答
）

Ｑ
２
▼
材
料
に
つ
い
て
納
期
が
遅
れ

て
い
ま
す
か
？（

２
０
７
件
の
回
答
）

　

照
明
器
具
類
、空
調
機
、エ
ア
コ
ン
等

Ｑ
３
▼
仕
事
仲
間
や
電
材
店
、
建
築

会
社
な
ど
、
営
業
停
止
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

（
２
１
０
件
の
回
答
）

　

４
月
７
日
に
東
京
都
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
東
京
都
電
気
工
事

工
業
組
合
青
年
部
会
で
は
、
電
気
工
事
組
合
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
た
め
「
組
合
員
の
状
況
把
握
と
組
合
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が

で
き
る
か
考
え
た
い
」
と
い
う
趣
旨
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
東
京
都
電
気
工
事
工
業
組
合 

青
年
部
会 

会
長　

岡
垣 

貴
志

様
よ
り
現
状
報
告
と
し
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
一
部
抜
粋
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、サ
ブ
ゼ
ネ
コ
ン
、

そ
の
他

Ｑ
４
▼
建
築
会
社
な
ど
か
ら
支
払
い

の
遅
延
は
、
あ
り
ま
す
か
？

（
２
０
６
件
の
回
答
）

Ｑ
５
▼
仕
事
が
少
な
い
時
に
組
合
員

か
ら
の
応
援
要
請
に
参
加
し
ま
す

か
？ 

（
２
０
５
件
の
回
答
）

Ｑ
６
▼
仕
事
が
少
な
く
な
り
困
っ
て
い

る
組
合
員
に
対
し
て
仕
事
を
依
頼
し

ま
す
か
？ 

（
１
９
９
件
の
回
答
）

Ｑ
７
▼
休
業
要
請
な
ど
で
会
社
が
休
業

の
場
合
、
社
員
へ
の
給
与
手
当
を
行

い
ま
す
か
？       （
１
９
３
件
の
回
答
）

Ｑ
８
▼
自
社
に
お
い
て
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
し
く
は
緊
急

事
態
宣
言
へ
の
対
応
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
、
消
毒
薬
、
体
温
計
の
備

蓄
や
従
業
員
に
配
布
。

・
出
勤
時
検
温
の
実
施
、
マ
ス
ク
着

用
の
徹
底
、入
館
時
マ
ス
ク
着
用
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
手
洗
い
う
が

い
の
徹
底
、
休
日
の
外
出
自
粛
要

請
、
三
密
を
防
ぐ
よ
う
な
体
制
。

・
電
車
通
勤
者
の
自
宅
待
機
や
時
差

出
勤
、
時
短
業
務
、
出
社
退
社
時

間
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
。

・
基
本
担
当
の
仕
事
が
な
け
れ
ば
休

ま
せ
る
、
電
車
通
勤
禁
止
、
車
で

直
行
直
帰
Ｏ
Ｋ
に
。

・
不
要
な
出
社
を
し
な
い
。

・
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
。

・
設
計
、
積
算
は
在
宅
に
変
更
。

・
社
内
を
３
グ
ル
ー
プ
に
編
成
し
シ

フ
ト
勤
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確

保
す
る
た
め
に
社
内
を
間
仕
切
り
、

今
後
を
見
据
え
て
借
入
を
検
討
中
、

テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
検
討
中
。

・
早
め
に
請
求
を
出
す
意
識
を
高
め
る

た
め
３
密
で
は
あ
る
が
月
２
回
の
会

社
会
議
は
継
続
（
２
ｍ
離
れ
て
）。

・
勤
務
日
数
の
削
減 

。

「
緊
急
現
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）が

 

及
ぼ
し
た
設
備
業
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て

実
施
期
間
：
令
和
２
年
４
月
27
日
〜

５
月
８
日

実
施
方
法
：
各
地
区
本
部
よ
り
組
合

員
へ
メ
ー
ル
に
て
案
内
を
送
り
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
に
て
回
答
。

青
年
部
員
に
も
同
様
に
案
内
送
付
。

回
答
者
数
：
２
３
２
７
社
中
２
１
０

社
の
回
答

に
対
し
、
空
調
服
の
支
給
・
水
分

の
補
給
な
ど
作
業
環
境
の
整
備
が

必
要
と
な
る
。

・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
の
活
用
に
対
応
で
き
る
環
境
と

知
識
の
習
得
。

・
組
合
員
同
士
が
仕
事
の
応
援
を
出

来
る
ア
プ
リ
や
現
場
へ
の
直
行
直

帰
に
対
応
し
た
出
退
勤
ア
プ
リ
な

ど
、
簡
単
で
完
結
で
ア
プ
リ
同
士

が
連
携
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
活

用
し
た
い
の
で
協
力
を
願
う
。

【
所
感
】

　

全
体
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
は
、
他
の
業
種

と
比
較
す
る
と
電
気
設
備
業
は
、
比

較
的
影
響
は
少
な
い
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。

　

営
業
停
止
や
材
料
面
、
支
払
い
面

に
関
し
て
は
、
そ
こ
ま
で
影
響
を
受

け
て
い
な
い
が
、「
仕
事
量
が
減
っ

て
い
る
」「
こ
れ
か
ら
影
響
を
受
け

る
」
と
答
え
た
組
合
員
が
９
割
以
上

を
占
め
る
。
特
に
イ
ベ
ン
ト
の
電
気

設
営
工
事
で
の
影
響
が
大
き
い
。

　

今
後
の
新
規
案
件
は
、
見
込
め
な

い
状
況
で
も
あ
る
と
い
う
回
答
も
あ

り
、
各
社
共
に
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

対
策
に
つ
い
て
は
、
社
内
で
出
来

る
こ
と
を
中
心
に
コ
ロ
ナ
対
策
を

行
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
が
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
導
入
さ
れ
る

業
務
の
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
進
ん
で
は
い
な
い
。
ま
た
、
夏

に
向
け
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
だ
け
で

な
く
現
場
作
業
で
の
熱
中
症
対
策
が

必
要
に
な
る
な
ど
、
設
備
業
な
ら
で

は
の
課
題
も
あ
る
。

■仕事量が減っている
■仕事量が少し減っている
■これから影響が出る
■まったく影響はない

■間に合っている
■遅れている

■今のところない
■ある
■これから出てくる

■今はない
■少し遅れた
■遅延がある

■前向きに検討する
■状況により参加する
■自力で探す

■組合員であれば頼む
■知り合いにのみ頼む
■頼まない

■給与を全額支給する
■出勤状況で判断する
■払わないもしくは払えない

発表者
東京都電気工事工業組合
青年部会  会長
岡垣 貴志 様

補助金情報
おすすめ補助金・助成金を
まとめています。

設備業の方々が業務のテレ
ワーク化を推進するための
便利なツールを
まとめてご紹介
しています。

〇IT導入
　補助金
〇ものづくり・
　商業・サービス
　補助金
〇持続化補助金
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2005 2010 2015 2019 2020
（予測）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
を
鑑
み
第
５
回
定
時
総
会

は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
「
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
」
を
利
用
し
て
初
め
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

や
距
離
に
制
約
さ
れ
な
い
の
で
、
幅

広
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

来
年
の
総
会
は
、
も
し
か
し
た
ら

従
来
の
リ
ア
ル
参
加
と
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
両
方

を
上
手
く
活
用
し
な
が
ら
の
開
催
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
激

変
さ
せ
ま
し
た
。会
議
だ
け
で
な
く
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
な
ど
働
き
方
に

つ
い
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

設
備
業
界
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用

も
、
こ
の
大
き
な
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
の

が
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
を
生
き
抜
く

ひ
と
つ
の
道
筋
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

編
集
後
記

　全国設備業IT推進会は平成17年に設立し、平成28年9月に一般社団法
人化し、通算「15年目」を迎えました。 更なる設備業界でのIT活用を推
進するため、サービスの拡充に努め、これまで以上に設備業の皆様の業
務改善、ビジネス拡大のお役に立てるよう邁進してまいります。 引き続
きご理解とご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

おかげさまで

15周年!
2005年 協賛パートナー16社により「全国設備業IT推進会」を設立。

2006年
全国の設備業の方々に対してIT活用支援を目的とした活動を開始。
専用サイト「設備経革広場」の運用開始。
各地でスキルアップセミナーを開催。

2007年 マスコットキャラクター 設備屋の娘「せつ子」ブログ開始。
「NetMaster」の開発、運用と無料提供を開始。

2010年 全国8箇所でITセミナーとIT 製品の展示をする「設備業ITフォーラム2010」を実施。

2011年 橋本総業主催の「復興みらい市」に参加。
バックアップサービスやソフトウェアを集めた「設備組合クラウドサービス」を開始。

2012年 エコをテーマにした提案型技術営業への支援「岡山ソーラー・エコ協同組合」発足。

2013年 「組合ホームページ無料作成サービス」開始。（現在56組合で利用）

2015年 衆議院議員にご参加いただき定例会を開催。

2016年 9月　一般社団法人へ移行。

2017年 会員に対する有料会員サービスの提供を開始。
8つの委員会・研究会を立ち上げ、会毎に個別の展開を開始。

2018年
ECサイト「設備IT 市場」を構築して公開を開始。
作業員の出退勤管理システム「kitade」を構築し有料会員向けに提供を開始。
全国12都市で ITキャラバンを実施。

2019年 当会ポータルサイト「設備経革広場」をレスポンシブ対応しリニューアル。

組合員加入状況推移

2020
協賛パートナー： 65社
会員： 1,265組合  55,405社

（2020年7月現在）

沿
革
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